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11月5日（土）「池鯉鮒の歴史と自然の散歩みち」第５回わくわくウォーキングコースマップ
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※今年は没後100年にあたります

馬市は、毎年4月25日に

始まり5月5日に終わりまし

た。池鯉鮒宿の東の野(松

並木）には、４～５百頭の

馬がつながれ、馬の値を決

める所を「談合松」と言って

いました。

明治になって、慈眼寺境内に移り、馬が牛にかわり、

鯖市として昭和18年（１９４３）を最後にその歴史を閉じ

ました。

かつては並木八丁と呼

ばれたところで、現在約

５００ｍにわたって、松並

木が続いています。池

鯉鮒の松並木では、馬

市が開かれていたため、

東海道の両側に副道が

あるのが特徴でした。

古来より、多くの人が八

橋の古刹無量寿寺やか

きつばた庭園を訪れたよ

うで、八橋への道標が現

在も２ヶ所に建っています。

ここには、「從是四丁半北

八橋業平作観音在（これ

より４５０ｍ北へ行くと八

橋というところに業平が

作った観音さまがありま

す。）」「八橋村江五丁（八

橋村へは５００ｍ）」と書か

れています。

牛田城は戦国時代の天文

年間（1532～1555）に、牛田

玄藩頭正興が主君刈谷城

主水野忠政の命を受けて築

城したお城の跡です。

このお城は永禄3年（1560）

の今川義元上洛のときに落

城したとも、義元の死後廃城

になったとも伝えられていま

すが、この今川氏との攻防

の際、牛田正興の活躍は見

事だったそうです。

三河三弘法の一番札所

であり、弘法大師の自像

三体のうち、「見返弘法大

師」の１体が本尊に祀ら

れています。

弘仁１０年（８１９）、上重

原町家下に創建されまし

たが、天正年間に兵火の

ためすべてを失い、延宝

元年（１６７３）現在地に移

りました。

旧暦の21日には弘法さ

んの縁日が開かれ、多く

の人でにぎわいます。

⑧遍照院

内藤魯一は、弘化３年(１

８４６)福島藩家老の長男と

して生まれました。

自由民権運動に目覚め、

愛知県初の政治結社を創

設。板垣退助の片腕として

働き、板垣遭難の際には

危急を救ったことでその名

を知られています。

銅像は昭和１１年（１９３

６）に建設されましたが、太

平洋戦争の金属回収に供

出されたため、昭和２７年

（１９５２）に再建されました。
弘法通り

散歩みち愛護会「南陽憩のフラワーベッド」が管理している花

だんです。

四季折々の草花が植えられ、散策をする方の目を和ませてい

ます。

散歩みち愛護会「ボランティアサークル新友会」が管理してい

る花だんです。

広々とした河川敷沿いにハナミズキや季節の草花が植えられ

ています。
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横断注意！

現在は民家に囲まれた閑静なところに城跡を示す石

碑がたたずんでいます。
※時間は目安であり、実際の進

行によって変わりますので、現

地での案内に従ってください。

宿場散歩みち

明治用水緑道

昭和のみち

“水と緑”鯉の散歩みち

道幅狭い

車に注意！

郷土の偉人・内藤魯一

にまつわるお話や、上重

原の昔話の紙芝居を上

演します
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